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Ｋ
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５３
／
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／
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／
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な
お
、
本
文
中
の
時
制
の
表
示
、
筆
者
な
ら
び
に
登
場
人
物
の
赴
任
地
や
肩
書
や
役
職
な
ど
の
人
事
情
報
な
ど
は
、
す

べ
て
事
象
が
起
き
た
と
き
あ
る
い
は
執
筆
時
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
の
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て
の

も
の
で
す
か
ら
、
発
刊
時
と
は
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
編
集
部
と
し
て
天
フ年
」
を
「去
年
」
に
手

直
し
し
た
り
、
「元
」
や
「当
時
」
な
ど
の
表
記
も
付
記
し
た
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
執
筆
者

の
（　
）
は
在
学
中
の
姓
で
す
。

秀
芳
Ｓ
５７
…
８８

一
郎
Ｓ
甲
・・
９０

直
樹
Ｓ
４‐
…

９２

清
彦
Ｓ
２３
…

９３

忍
Ｓ
３３
…

９４

ブ

ッ
ク
ス

母
校
便
り

支
部
便
り

近
畿

静
岡

企
業
広
告

編
集
後
記

■
題
　
字

■
カ

ッ
ト

名
刺
広
告
・

森 白
り!

119118117116 114112 110108106104102

ここのところ表紙を担当させてT頁 いて

いますが、今回はダブルの大物対象

が候補に挙がり苦悩することにな。,ま

した。一番目は子規を表紙に表現す

る。明るい子規は野球姿で、俳句の

子規は根岸の子規庵にある暗いイメ

ージです。それぞれ同窓会誌の表紙

としては難しく、かな
'り

悩んだ末にもう

一つの大物、石鎚山天狗岳に助けて

もらうことになりました。

(小椋勇記夫 言己)
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